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去
る
五
月
の
中
旬
、
大
和
の
榛
原
町
に
行
つ
た
時
、
同
町
字
足
立
と
い
ふ
部
落

が
、
鬼
筋
だ
と
い
ふ
説
に
つ
い
て
、
土
地
の
人
に
尋
ね
て
見
た
と
こ
ろ
が
、
昔

こ
ゝ
に
安
達
ヶ
原
の
鬼
婆
々
が
居
つ
た
と
い
ふ
話
が
あ
る
と
教
へ
て
く
れ
た
。

奧
州
安
達
ヶ
原
か
ら
、
鬼
婆
々
は
同
じ
地
名
の
縁
故
で
、
こ
ゝ
ま
で
も
飛
ん
で

行
つ
た
の
だ
。
武
藏
の
足
立
郡
に
も
、
同
じ
話
の
あ
る
こ
と
が
、
古
い
地
誌
に

見
え
て
居
る
。
豐
前
企
救
郡
の
足
立
村
に
も
、
同
じ
説
が
あ
る
と
い
ふ
。

鬼
婆
々
の
話
の
元
は
、
安
達
ヶ
原
の
黒
塚
の
あ
る
じ
が
鬼
で
あ
つ
て
、
旅
人
を

取
つ
て
喰
つ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
更
に
其
話
の
火
元
は
、
か
の
平
兼
盛
の

歌
の
、
「
み
ち
の
く
の
、
安
達
ヶ
原
の
黒
塚
に
、
鬼
こ
も
れ
り
と
い
ふ
は
誠
か
」

と
い
ふ
歌
だ
。
而
も
其
の
歌
は
、
其
の
詞
書
き
に
よ
る
と
、
み
ち
の
國
名
取
の

郡
黒
塚
と
い
ふ
所
に
、
源
重
之
の
妾
が
大
勢
居
る
と
い
ふ
噂
を
聞
い
て
、
其
の

妾
を
鬼
に
見
立
て
ゝ
、
か
ら
か
つ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
安
達
ヶ
原
で
は
な
か

つ
た
の
だ
。
安
達
ヶ
原
は
、
鬼
と
言
は
ん
が
爲
の
言
葉
の
遊
戯
に
外
な
ら
ぬ
。

本
當
の
黒
塚
は
、
今
の
仙
臺
在
秋
保
温
泉
の
あ
た
り
に
あ
つ
た
。
大
和
物
語
に
、

「
名
取
の
御
湯
と
い
ふ
こ
と
を
、
常
忠
の
君
の
女
の
讀
み
た
る
と
云
ふ
な
む
、

こ
れ
黒

塚

の

あ

る

じ

な
り
け
る
」
と
あ
る
。

そ
れ
が
本
當
の
安
達
ヶ
原
の
鬼
の
話
に
な
り
、
武
藏
ま
で
も
、
大
和
ま
で
も
、

更
に
豊
前
ま
で
も
飛
ん
で
行
く
。
恐
ろ
し
こ
事
だ
。
（
喜
）
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